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ま ぇ が き

この特集号は， 当研究所調査研究部東アジア調査室に属する 6名の中国研究者（および香港滞在中の 1

名）の執筆によ ってつくられたものである。ちょうど 1年前，すなわち本誌1965年 9月号において同じ試

みがなされており， これはそれに続く中国特集第 2号とよぶべきものである。

内容的にみて， この特集号の性格は昨年のそれと基本的に同じである。すなわち，特定のテーマを定

め， 共通の問題意識によ ってそれぞれの研究分野からアプ ロ ーチするとい う方法を採るこ とができなか

った。 したがって， 各論文のテーマと方法は各執筆者の自由裁量に基づき， 形式的には本特集号は一つ

の論文集にすぎないものとなった。 このことはわれわれが経済， 教育， 政治というように，研究の分野

を異にしていることとも関連をもつが， 主には， われわれにおける研究者としての力量の不足を反映し

ているものであろう 。それゆえに， それを今後の課題として残したい。

しかしなが ら， われわれは日ごろの勉強の過程において， 現代中国の， したがって，将来の中国の運

命を規定する基本問題は何かという点に関心の中心をおいてきた。本特集号を準備するに際してもその

ことを再認識し， それを唯一の約束事として自らの立場で執筆することにした。

本特集号に収録されたすべての内容に対する大方のご批判とご教示を， 特にお願いするしだいである。

次に， 本号に掲載された各「論文」 について，簡単な内容紹介を行な う。 以下は，各論文の執筆者が

自ら執筆したものである。

尾上悦三， 「中国の貨物輸送」一本論文は中国の産業立地問題研究のために必要な貨物輸送に関する

基礎的データを収集整理することを目的としている。 そして結果的にみれば以下のとおりであった。 (1)

輸送の供給側面（運ぶ側）に関するデータが比較的豊富で，ほぼ満足できる結果を得た。 (2)輸送の需要局

面（運ばれる側）に関するデータは乏しく， 今後における作業の継続が必要とされる。(3)輸送コストに関

するデータが十分でなく， それについては大まかなメドをつけたにとどまる。 よりいっそう詳しいデー

タが必要である。 (4)地域的にみた貨物の動きをとらえることがほとんど不可能であった。 これについて

は今後におけるいっそうの努力が不可欠であるが，それはおそらく異なった方法に基づく資料収集が必要

であろう。

中兼和津次， 「中国における労働生産性と賃金の農工間格差の動き (1958~65年）一仮説ー」 農工間

の生産性・賃金格差については石川滋教授の著書があるが，これは対象期間が1960年頃までのものであり，

ここでは重点を1962年以後に移して， それら二つの格差の動きについて定性的判断を加えることにより，

仮説をうち立てることを試みる。同時に，労働力投入（雇用）の1958年以後における動きをまとめた。結

論（仮説）は， 1962年以後農工間において生産性格差は拡大し，賃金格差は縮小しつつあるというものだ
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が，賃金格差は1958年以後縮小ー拡大一縮小という伸縮運動をしてきたとみられる。

小島麗逸，「自立的民族経済の建設方針と農業機械 ・農具工業」―ー一本論文では次の 3点が検討された。

(1)中国では「自己完結的な民族経済」の建設を基本方針としているので， 農業労働過程からの分業化は，

農業生産財（特に農業機械・農具）生産が主体とならざるをえない。1958~60年の「大躍進」政策は，党中

央が始めてこのことに気づき， 実行されたものである。(2)しかし， 農具改革が主として労働節約効果を

もつ部門についてなされ， 収穫増進効果をあわせもつ部門は従であった。 これが， 商品化食糧の増大を

もたらしえなかった一つの原因となった。(3)この失敗の反省の上にたって， 中国の経済 ・社会条件に適

合する農業機械 ・農具の型が模索されている。換言すれば， ソ連式農業機械体系の模倣から独自体系の

創造である。

川村嘉夫， 「中国における木材需給と造林政策の展開」 中国の林業問題は， （1）森林資源の不足にか

かわらず， 社会主義建設に伴い諸産業部門の原料 ・補助材料としての木材需要が急速に増大しているこ

と， （2）国土の荒廃とはなはだしい自然災害を克服できない状況にあって， 生育過程の森林が災害を防止

し， 農業生産の増大を保障する作用を果たすこと， などによ ってきわめて重要である。 ここではまず中

国の森林資源の賦存状況と木材の需給問題に初歩的な検討を加え， さらに以上の問題の重大な解決策と

して展開されている， 農民の集団組織を基盤とした造林 ・育林運動について概観している。

小林文男， 「文化革命の理論と実践一『文化大革命』論序説ー」一—一本稿は， 現在，激烈に展開されて

いる「文化大革命」を， マルクス主義理論における文化革命論， およびその中国における実践形態を歴

史的に跡づけることによって， これが， 中国社会主義革命の当然の帰結点であることの実証を試みたも

のである。「文化大革命」は一言でいえば， 1958年における文化革命 ・技術革命の発展（「回復」）であり，

それは，「大躍進～調整」期の過程で形成された中共の新しい 「過渡期」理論と結びつくことによって，

イデオロギ一面での階級闘争として現象しているといえる。

徳田教之， 「毛沢東の『新民主主義』概念について」 本論文は，権力によるイデオロギーの操作性

という視点から， 1953年末頃から 54年にかけて論争の行なわれた中国革命の段階規定の問題をふりかえ

ってみたものである。 ここでは， 毛沢東の過渡期概念の曖昧性と変容が明らかにされ， 矛盾した段階規

定が皮相な概念論として現われてきていること自体が， 権力に対するイデオロギー的権威づけの操作性

を，客観的に露呈したものであると解されている。 この小論は， その意味で， 現代中国におけるイデオ

ロギー的「発展」に対する，政治的分析の必要性を間接的に指摘したものである。

（尾J::悦三）
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